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地域学校協働本部とは

六中生の校外体験をサポートする活動

地域学校協働活動では、未来を担う子供たちの豊かな学びや
成長を地域全体で支え、学校を支援します。同時に、「学校
を核とした地域づくり」を目指しています。
学校の行事、部活動（中学校）、図書館や花壇などの環境整備、
そして授業や放課後・週末の学習など、校長の学校経営方針
に沿ってサポート。調布市の公立小中学校全校に設置されて
います。その活動には、保護者、ＰＴＡ、高齢者、大学生、
ＮＰＯや民間企業に団体など、幅広い人たちがボランティア
として参加し活躍していただけるよう、各校の地域コーディ
ネーターが活動しています。
本校での今年度の活動を、この【六中 JOURNAL】でご紹
介します。
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9 月 4 日から 8 日の職場体験週間の内、本校が実
施したのは、6 日から 8 日の 3 日間。2 年生の生
徒たちが、事前の希望提出を経て、市役所、学校、
保育所、福祉施設、スーパーや小売店の店頭やバッ
クヤードなど、市内各所にある事業所で職場を体
験しました。

地域コーディネーターは、担当の先生と協働して、
受け入れ先の事業所への確認や新しい体験先のリ
サーチ・交渉を行いました。市外の事業所には、
オンラインでの体験を受け入れていただき、参加
した六中生と共に発見の多い機会となりました。

それぞれの事業所やオンラインでの体験が、六中
生にとって、未来を想い描く機会になるよう工夫
を重ねていきます。

職　場　体　験 国際基督教大学（ＩＣＵ）との協働

国際基督教大学（ICU）の「英語教育実践研究
会（略称 :AFLT/ エーフルト）」の学生が、英
語でコミュニケーションするワークショップ
を企画。昨年度より本校生徒も参加し、地域
コーディネーターは、AFLT の運営をサポー
トしています。昨年度 10 月 29 日と 11 月 5
日、2 日間渡って実施した【英語で謎解きを
楽 し む『ENGLISH QUEST』 の 1】。3 月 27
日には、【イースターを前に “ エッグハント ”
など英語を使ったアクティビティ『English 
Adventure』】。そして、今年度 7 月 8 日には

【英語で謎解きを楽しむ『ENGLISH QUEST』
の 2】を実施。参加を希望する六中生は、自ら
Web フォームにアクセスして申し込みを行
い、三鷹市の中学生と共に、国際基督教大学
のキャンパス内でワークショップを体験しま
した。　今後も、ICU/AFLT と六中の協働で
ワークショップを考案し、発見のある英語で
のコミュニケーション機会を創っていきます。

＊ この 3 つのワークショップは全
て実施済みです



　

英検直前自習サポート教室

「英検」「漢検」の準会場運営

英語『模擬面接』 数学ステップアップ教室

地域との連携

地域学校協働活動推進フォーラム

六中生の学習をサポートする活動

「英検」各回の直前（1 ヶ月〜 1 週間前頃）
には、「英検直前自習サポート教室」を実施。

「英検」受験の有無に関わらず全校生徒から
参加希望者を募ります。級ごとに講師（学
習ボランティア）を配し、土曜日に、六中
の各教室を使用して、２時間ほどの自習を
サポート。リーディング・ライティング・
リスニング、各々強化したい点について個
別質問も受け付け、「英検」受験の心得／解
答のコツも伝授します。講師は、地域の方々
と国際基督教大学の現役大学生・大学院生
が担っています。

本校では、準会場として年に３回の「英検」と「漢検」を実施。先生と協働し、
地域コーディネーターが申し込みと当日の運営を担っています。「英検」「漢
検」共に、5 級から 2 級まで
を受け付けています。令和 6
年度からは、「英検」3 級以
上の出題形式のリニューアル
が予定されてます。また「漢
検」は、文部科学省の後援事
業となり「日本語・漢字を学
ぶ楽しさを提供し、豊な社会
の実現に貢献する」ことが促
進されます。

六中が在る国領地域では、地域
の団体や調布市が主催し運営す
る多くの行事があります。その
中でも、「災害対策訓練」「盆踊
り大会」「耐寒マラソン」など、
六中のグランドや体育館・校舎
を活用する行事に関しては、地
域コーディネーターがサポート
しています。地域学校協働活動
が目指す「学校を核とした地域
づくり」を、ご一緒に実現して
いきましょう。

「英検」の３級と準２級、2 級を受験する生
徒から希望者を募り、二次試験直前に「英
語『模擬面接』」を実施。まずは、面接官が
自ら『模擬面接』を参加生徒全員の前で実演。
面接時の課題とアピールポイントをレク
チャー。続いて参加生徒は、マンツーマン
での『模擬面接』を実体験します。面接後
には、面接官が気づいた事柄を生徒へフィー
ドバック。二次試験当日までに強化すべき
ポイントを持ち帰ります。この面接官は、
主に「英検直前自習サポート教室」の講師
が担っています。

数学に意欲的な生徒や苦手な生徒が、基礎
的学力をより高めることを目的に参加。水
曜日の放課後に自らの課題（参考書や問題
集 等）を持参し、数学専任の学習ボラン
ティア（数援隊）のサポートを受けながら
自習する 1 時間。数援隊が準備するプリン
トを活用して自習することも選択出来ます。
今年度は、10 月から 3 月に 7 回実施。参
加希望の生徒は、1 年生から 3 年生までの
22 名。各回、自分のペースで自習し、数援
隊のサポートを受けながら数学のステップ
アップを図っています。

「令和5年度東京都地域学校協働活動推進フォー
ラム / コミュニティ・スクール（CS）推進フォー
ラム」が、12 月 9 日にオンラインで開催され
ました。「コミュニティ・スクールと地域学校
協働活動の一体的推進とは」をテーマとした基
調講演、そして、テーマ別分科会で構成された
3 時間のフォーラム。テーマ別分科会では、本
校地域コーディネーターがファシリテーターを
務め、都内各校からの参加者と共に「地域コー
ディネーターと CS 委員の役割」についてディ
スカッション。調布市でも、今年度より CS が
導入されていますが、本校は、令和 7 年度にス
タートします。

調布市立第六中学校地域学校協働本部（六中地域コーディネーター）連絡先　mail：chofu6-gakosien@chofu-schools.jp
＊活動日が限られますので返信が送れることがあります。ご了承ください　
＊オレンジ色のストラップの I D を着用し活動しています。校内で見かけましたら遠慮なくお声がけください

“ 次代を担う六中生たち ”“ 緑と平和を守る地球人 ” のサ
ポートに興味が湧きましたら、どうぞお声がけください。
中でも、「英検・漢検の準会場運営」や「学習支援」を担っ
ていただける方が増えることは、生徒一人ひとりと対面
する時間を長くすることにつながります。六中生のさま
ざまな機会を充実させ、意欲を高めるサポート。出来る
ことからご一緒に取り組んでいきましょう。

4 階にある PTA 室 & 協働本部室
（音楽室の隣です）
火曜日・木曜日／午前中
その他、行事や支援ごとの当日

（内容により曜日や時間が違います）

主な活動場所

主な活動日

    　ボランティア募集    　


